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１　はじめに
丸茂 JAAGA 会長を団長とする令和７年度の JAAGA

訪米団は、９月 18 日（木）から 26 日（金）までの
９日間にわたる米国訪問を実施した。今年度は、ピー
ターソン宇宙軍基地（コロラド・スプリングス）の宇
宙統合軍（US Space Command）及び宇宙作戦コマン
ド（Space Operations Command）を訪問し司令官及
び司令部スタッフを交えての意見交換、シュリーバー
宇宙軍基地に所在する宇宙軍ミッションデルタ 31 及
び郊外に位置する JCO（Joint Commercial Operations）
セルの研修など宇宙軍に焦点を当てた部隊訪問であっ
た。ワシントン DC では米空軍・宇宙軍協会（AFA: Air 
and Space Force Association）が主催する航空宇宙サ
イバーカンファレンス 2025（ASCC2025: Air, Space & 
Cyber Conference 2025）への参加、米空軍及び宇宙
軍高官との意見交換、並びに JAAGA 名誉会員等との
交流行事などを実
施 し、JAAGA 設 立
の目的でもある日
米空軍種間の友好
親善を促進するこ
とに寄与するとと
もに航空自衛隊に

とって関心の高い事項について最新の情報を入手する
ことができた。令和７年度訪米団参加者は以下の９名。
〇団　長：�丸茂吉成　JAAGA 会長
� （三菱電機株式会社）
〇副団長：�井筒俊司　JAAGA 顧問
� （株式会社アストロスケール）
〇団　員：	�荒木文博　JAAGA 理事　（スカパー JSAT）
	 井上浩秀　JAAGA 理事　（株式会社 IHI）
	 上ノ谷寛　JAAGA 理事　（双日株式会社）
	 引田　淳　JAAGA 理事
� （三菱商事株式会社）
	 西谷浩一　JAAGA 理事
� （川崎重工業株式会社）
	 後藤雅人　JAAGA 理事
� （三井物産エアロ株式会社）
	 鈴木康彦　JAAGA 理事
� （三菱重工業株式会社）

２　コロラド・スプリングス
⑴　�宇宙統合軍（USSPACECOM）…
司令官との意見交換

ピーターソン宇宙軍基地に所在
する司令部において、ホワイティ
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TSUBASA-KAI and JAAGA members participate in ASCC 2025
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ング大将及び司令部スタッフと 90 分に亘り意見交換
し、地域統合軍としての宇宙統合軍の役割や活動に加
え、中国の宇宙能力の評価や航空自衛隊との連携など
多岐にわたり議論することができた。特に、宇宙にお
ける軍民関係強化の重要性や国際関係構築努力など、
今後進めていかねばならない分野や項目などについて
情報共有することができた。

⑵　…宇宙作戦コマンド（SPOC/… Space… Operations…
Command）司令官との意見交換

同じくピーターソン宇宙軍基地にお
いて、ミラー中将及び司令部スタッ
フと１時間以上の意見交換を実施し、
SPOC の 役 割、 特 に 宇 宙 統 合 軍 と の
関係について理解を深めるとともに、
フォース・プロバイダーとしてのレディネス向上施策
や任務に適合した組織再編などを把握した。また、航
空自衛隊宇宙作戦群との連携や防衛省との関係強化施
策に関する双方の意見を開陳し、相互理解と認識の一
致を確認した。

⑶　ミッションデルタ 31（Mission…Delta…31）研修
ミッションデ

ルタ 31 は航 法
戦 闘 及 び 衛 星
制御ネットワー
クを担当してい
る。今回、シュリーバー宇宙軍基地に所在する隷下の第
２航法戦中隊（2nd Navigation Warfare SQ）を研修し
たが、同隊は GPS 衛星の管理、運用、維持を一元的に
実施する部隊である。世界規模で GPS を指揮統制して
おり、全世界の官民ユーザーに 24 時間態勢で GPS 信号
を提供している。作戦時はもちろんのこと、平素の経済
活動や日常生活に欠かすことのできない GPS サービスを
途切れなく提供してくれることに感謝を伝えた。

⑷　JCO（Joint…Commercial…Operations）セル研修
JCO は、商用衛星センサー

のデータやオープンソース・
デ ー タ な ど 秘 区 分 の な い
データを集約し、宇宙空間
の衛星の動きや GPS の状況
などを分析し共有している。
具体的には、ロシアや中国の衛星の動きを監視し、不
審な動きやパートナー国の衛星への接近をリアルタイ
ムで把握して、必要に応じてアラートを発出する。また、
ウクライナ周辺地域の GPS 信号の劣化などを検知し、
PNT（Positioning, Navigation, Timing）マップを作成し、
GPS 妨害の状況を可視化して地域軍や同盟国軍の作戦
に寄与している。

⑸　…JAAGA名誉会員エバハート退役大将夫妻との夕食会
JAAGA 黎 明 期 を 全 面 的

に支援していただいたエバ
ハート退役大将のご自宅を
訪問し、感謝と近況を報告
するとともに、ご夫妻から
近傍のレストランでの懇親夕食会に招待いただいた。
コロラド・スプリングスの新居はジャパニーズ・テイ
スト満載の作りが随所に見られるとともに、日本での
思い出の品が至る所に飾られており、お二人の日本へ
の思いが詰まった邸宅であった。

⑹　…元第５空軍参謀長アイゼンハット退役大佐夫妻と
の夕食会

アイゼンハット退役大佐ご夫
妻とは、現在も JAAGA 会員が出
張の際などにお世話になり交流
を続けているが、今回はご夫妻の
ご厚意により、ご自宅でのカジュ
アル・パーティーにお招きいただ
いた。郊外の高台に位置した邸宅
は自然に囲まれた閑静な環境に

あり、町が一望できるテラスやリビングで、様々な話
に時間を忘れて盛り上がった。

３　ワシントンDC
⑴　ASCC2025 への参加
①……メインク空軍長官の基
調講演
中国の発展速度に警戒

感を示し、空においても
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宇宙においても米軍の優位性が揺らいでいる今、必要
なことは革新（innovation）であると宣言した。革新
とは単に技術だけではなく、運用の方法、装備の維
持・整備、訓練等全ての分野における革新を意味する。
そして、指揮官から一兵士に至るまで、日々もっと良
い方法はないか、革新を妨げているものは何か、と問
い続けなければ成功はないことを強調した。そのうえ
で注目すべき３つの項目として、近代化（moderniza-
tion）、レディネス（readiness）、人材（people）を挙げ
た。 近 代 化 で は、F-35、F-15EX、F-47、B-21、CCA

（Collaborative combat aircraft）、CJADC2（Combined 
Joint All Domain Command and Control）など新たな
システム導入による能力向上を図る。レディネスにつ
いては、特に装備品の可動率向上のための施策や資金
投入の必要性を説明した。人材に関しては、行き届い
た教育訓練に加え、生活環境や勤務環境の整備を推進
することを説明した。そして最後に、成功のためには
革新、革新、革新と繰り返し、講演を終了した。
② オールヴィン空軍参謀総長の基調講演

冒 頭、 ミ ッ ド ナ イ ト・
ハンマー作戦（イラン空
爆）に関して、米空軍が本
作戦にいかに関与し任務
を達成したかについて触
れた。そして、その直後
に実施され、米空軍が主導した大規模演習 REFORPAC

（Resolute Force Pacific）について、参加人員や参加航
空機の数だけでなく、その内容も驚異的であったこと
を説明した。演習では様々な検証や実験も行われたそ
うだが、指揮統制に大きな課題があることを明らかに
したほか、新たな情報技術プラットフォームや無人機
対処装備品の試験的運用を成功させ、隊員の意識改革
も含めて大きな収穫があったことも紹介された。そし
て、現在進めている CCA や B-21 プログラムなどが順
調に進んでいることと、このような装備品開発と密接
に連携させて F-47 プログラムを進めていることに触
れて講演を締めくくった。
③ サルツマン宇宙軍作戦部長の基調講演

今年度は戦力提供（capa-
bility delivery）に焦点を当
てた講演内容で、任務遂行
に必要なシステムの調達や
配備についての話題を現場
兵士のビデオを用いて具体
的に説明した。特に宇宙戦闘能力（space warfighting 
capability）の開発と提供は宇宙軍の中核たるものであ

り、提供の速度と効果を高める努力を続けるというも
のであった。また、任務に必要なシステム等の迅速な
調達を可能にする仕組みや必要な予算措置などを紹介
し、迅速で効果的な能力提供をさらに強化充実させて
いくことを約束した。そして、そのような能力提供の
ために統合ミッションデルタなどの組織再編や宇宙産
業との関係再構築、調達担当人材の育成など今後の重
要施策について説明し講演を終えた。
④ 展示会ブース見学

今 年 度 は 全 員 で 主
要な展示ブースを訪
問し、担当者から説明
を受け、意見交換や質
疑応答などを行い、最
新システムの動向を把握した。自衛隊が既に導入を決
めている装備品もあったが、将来の自衛隊運用への反
映や米軍との相互運用性などを考えさせられる貴重な
機会となった。

⑵　米軍高官との意見交換
① シュナイダー太平洋空軍司令官

シュナイダー
司令官が主導し
た REFORPAC 演
習に関して改め
て教訓や課題などについて確認することができた。そ
して自衛隊との共同作戦や日本国内の施設共同利用な
どについての意見交換を実施し、方向性の一致を確認
した。
② ゴッドフリー宇宙軍作戦部長補佐

宇宙における国際協力を担当する
補 佐 官 と し て、CSpO（「 シ ー ス ポ 」
Combined Space Operations Initiative：
連合宇宙作戦イニシアチブ）やオリン
ピック・ディフェンダーなど自衛隊との
連携についての展望や今後の方向性などについて意見交
換を行った。ゴッドフリー中将は自衛隊への期待を強く
持たれるとともに、日本の宇宙産業の可能性についても
期待されており、官民合わせた国際協調を進めていくと
のことであった。
③ シダリ宇宙軍作戦本部作戦次長（情報担当 S2）

現在は宇宙軍の情報担当次長だが
空軍でも情報将校としての勤務経験
が豊富で、中国の宇宙作戦能力だけで
なく、空軍の能力についても意見交換
を実施することができた。台湾危機や
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中露連携など最近のトピックなど、限られた時間でし
たが情勢のアップデートができた。

⑶　在米日本国大使館訪問
国連総会のため

大使不在であった
が、島田次席公使
への表敬を実施し
た。冒頭、次席公
使からは JAAGA の活動が日米安全保障に寄与している
ことへの感謝をいただいた。懇談では、米国内の安全
保障意識や日本に対する信頼感の高まりなどについて
話が及び、安倍政権時に日本の防衛戦略が大きく変わ
り、自衛隊と米軍が肩を並べて行動する素地が出来上
がったとし、今後の自衛隊とともに JAAGA の活動にも
期待をしたいと激励をいただいた。

⑷　JAAGA 名誉会員との夕食会
今年もシュワルツ元空軍

参謀総長宅で夕食会を実施
していただき、昔話に加え
て日本の政治情勢や防衛施
策、 米 軍 と の 演 習、JAAGA
創設 30 周年などについて話
は盛り上がった。また、夕
食の席を借りてシュウォー
ツ大将へ名誉会員委嘱も実施しました。来年以降はレ
イモンド退役大将が夕食会をホストするとの紹介があ
り、盛会のうちにお開きとなった。米側の参加者は、
以下のとおり。
・シュウォーツ退役大将（元空軍参謀長）夫妻

・マイヤーズ退役大将（元統合参謀本部議長）夫妻
・カーライル退役大将（元航空戦闘コマンド司令官）
・ドーラン退役中将（元統合参謀本部第３部長）
・�フィールド退役中将（AFA 会長、元空軍参謀本部参

謀次長）夫妻
・ノース退役大将（元太平洋空軍司令官）
・レイモンド退役大将（前宇宙作戦部長）夫妻
・ブラウン退役大将（元統合参謀本部議長）夫妻
・シュナイダー大将（太平洋空軍司令官）
・クラム退役中将（元 11 空軍司令官）
・コシンスキー中将（元統合参謀本部第４部長）

４　おわりに
今回の JAAGA だよりでは訪米概要についてお伝えし

ましたが、訪米成果につきましては令和８年２月に実
施する報告会においてあらためてご報告いたしますの
で、奮ってご参加いただきますようお願い申し上げま
す。最後に、今回の訪米も多くの方々のご協力により
成果あるものとすることができました。この場を借り
て以下に記載する皆様方に改めて御礼申し上げます。
・航空幕僚監部 総務課、防衛課、運用支援課、情報課
・�米国防衛駐在官  中里１佐、江口２佐、井上２佐（前

防駐官）
・USSPACECOM 連絡官 早川１佐、阿式１佐（前連絡官）
・米空軍士官学校交換幹部 根本２佐
・訪米団員所属企業の皆様
・全日空株式会社の皆様
・�JAAGA 名誉会員及びジーン・アイゼンハット退役大

佐
・つばさ会及び JAAGA 会員の皆様

（引田理事記）

日頃より航空自衛隊の各種活動へのご理解、そ
して米軍との空軍種間における交流に多大なるご
支援を賜り感謝申し上げます。今年度の米空軍演
習レッドフラッグアラスカ 25-2（以下「RFA25-2」

とします。）への参加に際しても、約１ヶ月間本邦
を離れて訓練に臨む隊員に対して温かい激励の品
を賜り、ありがとうございました。

米空軍演習への空自の参加は、演習名が「コー

レッドフラッグアラスカ25-2参加に際しての所感
航空総隊訓練参加部隊指揮官　第９航空団飛行群司令　１等空佐　高倉　征宏

日米等共同訓練（RFA・CN・SF）
Joint training with foreign countries “Red Flag-Alaska” “Cope North” “Silver Flag” 
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プサンダー」であった平成８年から数えて今回で
26 回目となりますが、同じく平成８年に設立され
た JAAGA と同様に、日米空軍種間の様々な分野に
おける理解の促進にも寄与してきたものと思いま
す。

今回の RFA25-2 へは、部隊の戦術技量及び米軍
との相互運用性の向上を図り、日米同盟による抑
止力及び対処力を強化することを目的に、航空自
衛隊からは F-15 ×６機、E-767 ×１機、C-130H
×２機と人員約 270 名がアイルソン空軍基地とエ
レメンドルフ統合基地に分かれ、展開撤収期間を
含めて５月末から７月頭までの約１ヶ月間展開し、
九州の面積を上回る広大な訓練空域での実戦的な
訓練を通じて所望の成果を得ることができました。

私は航空総隊の訓練参加部隊指揮官として戦闘
機等とともにアイルソン空軍基地に展開し、現地
にて指揮を執り、自身も F-15 に搭乗し実際に現地
の訓練状況を視察しました。訓練空域から眼下に
広がる景色には、日本国内の訓練時に見慣れた海
と波は一切なく、果てしなく広がるアラスカの広
大な陸地に、これまたどこまで続いているのかわ
からないほど長く蛇行した河川が這い回っており、
そこに時を追うごとに自機、僚機などが描くコン
トレールの影が増えていくのを見て、我々は遠く
日本を離れた地で訓練に参加しているのだと実感
しました。このように通常の国内訓練よりも規模
を拡大した実戦的な訓練環境の下で、防空戦闘訓
練、戦術攻撃訓練、対戦闘機戦闘訓練、空中給油
訓練等に参加し、米軍とのインターオペラビリティ
を向上させたことに加え、地上においても米国を
はじめとする参加各国との防衛協力・交流を推進
することで我が国周辺を含む地域の平和と安定の
確保（＝「自由で開かれたインド太平洋」の実現）

に何らかの寄与を果たせたのではないかと感じて
います。

ちょうど夏至の時期、北緯 65 度近いアイルソン
基地近傍では日照時間が 22 時間近くになるなど、

「白夜」に近い環境で生活を送ることになり、訓練
中盤を過ぎると隊員の中には「そろそろ夜が恋し
くなってきました。」と漏らす者も出てきましたが、
長年の訓練参加によって蓄積された教訓が活かさ
れた結果、隊員の生活環境はすこぶる良好であり、
しっかりと「オフ」の時間を充実させることで、「オ
ン」の状態である訓練を実のあるものにすること
ができました。北米最高峰のデナリを見に行く者、
アラスカ鉄道に乗る者、サーモンフィッシングに
トライする者、いつもと変わらず駆け足に汗を流
す者、多種多様なアラスカのクラフトビールを楽
しむ者等々、それぞれに楽しみを見つけ、仲間と
ともに充実したオフを過ごすことで、普段は別の
職場にいる訓練参加者同士が連帯感を日々強化し、
オンのタイミングでそれぞれのプロフェッショナ
ルが組織的に力を発揮したこともまた、本訓練が
無事故で成功裏に終了したことにいくらか働いた
ものだと感じています。臨時に編成された部隊で
の国外訓練では、こういった面で組織的な能力向
上に繋がることも有意義な点の一つでしょう。

そして、多くの参加者が、外国軍人との現地で
の交流を通じてさらに充実したコミュニケーショ
ンを図るべく「もっとしっかりと英語を勉強しよ
う」という意識を持つことができたのも、一つの
成果なのですが、こういったきっかけから、将来
的には JAAGA の表彰式に呼ばれるような准曹士隊
員が育てられたら嬉しく思いますので、今後も様々
な分野で空自部隊との交流のほど、よろしくお願
いします。
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令和７年６月 12 日（木）～ 28 日（土）の間、ア
メリカ合衆国アラスカ州アイルソン空軍基地及びエ
レメンドルフ・リチャードソン統合基地 （Joint Base 
Elmendorf – Rechardson: 以 下「JBER」 と い う。） 並
びに周辺空域で実施された米空軍演習 RED FLAG 
ALASKA 25-2（以下「RFA25-2」という。）への参加概
要及び 所感について皆様にお伝えしたいと思います。

今回の演習は、第９航空団の F-15J/DJ ×６機がフェ
アバンクス郊外のアイルソン空軍基地、警戒航空団の
E-767 ×１機及び第１輸送航空隊の C-130H ×２機が
アンカレッジ郊外の JBER に展開しました（空自参加
人員：約 270 名）。

JBER は、2010 年、米陸軍フォート・リチャードソ
ンと米空軍エレメンドルフ空軍基地が統合されて発足
した基地であり、約 340k㎡（東京 23 区の約半分、横
田基地の約 50 倍）の広さがあります。また、基地内
には国立墓地があり、その中にはアラスカ在住の日本
人有志により建立されたアッツ島日本人戦没者慰霊碑
も あ り ま
す。我々も
演習の開始
に 先 立 ち、
御霊に対し
て深い敬意
と哀悼の意
を込めて参
拝いたしま
した。

また、JBER 内、特にエレメンドルフ側とフォート・
リチャードソン側を結ぶ幹線道路の両側には広大な森
林が広がり、グリズリー、ヘラジカなどの野生生物が
多数出没します。JBER の基地業務を担当する第 673
航空団司令のマブット大佐は、「我々は害獣として野生
生物を駆除するだけではなく、麻酔で眠らせておいて
個体管理をするなど、JBER“ ナショナルパーク ” のパー
ク・レンジャーとしての役割を果たしています。」と
話されていました（マブット大佐の執務室にはグリズ
リー、ヘラジカ等の多数の剝製が飾られていました。）。

左：警戒航空団　第 602 飛行隊長 平山２佐
中央：第 673 航空団司令 マブット大佐　右：筆者

RFA25-2 で使用する訓練空域はアイルソン空軍基地
東方に所在し、縦 500NM ×横 200NM、日本国内で
比較すると関東～東北～北海道をカバーするほどの大
きさがあり、国内では実施困難な大規模な各種訓練を
実施することができます。一方、訓練空域は複数の空
域に区分され、それぞれ高度制限が定められているほ
か、地上への騒音被害を防止するための高度制限が多
数設定されており、複雑な空域となっています。また、
アラスカには湖沼に面した住居から離発着する水上機
が多数存在し、特に低高度における異常接近の防止に
留意しなければならない特性を有しています。

飛行訓練では、戦闘機等との連携要領について演練
したほか、各種脅威を回避しつつ、設定された物料投
下場への各種貨物の空中投下を実施しました。また、
空中投下に先立ち、米軍との共同点検を実施する等、
相互運用能力を向上させることができました。また、
JBER 内には砂利敷きの不整地離着陸場が設定されてお
り、国内における不整地離着陸訓練とは異なる経験を
積むことができました。さらに、訓練の合間を活用し
て各職域間の日米部隊間交流を実施することにより、
相互理解を深めることができました。

RFA25-2 では、広大な訓練空域を活用した戦闘機等
との多数機訓練、物料投下訓練及び不整地離着陸訓練
を集中的に実施することにより、任務遂行能力を大き
く向上させることができました。また、国外の米軍基
地への展開、訓練及び撤収を通じて、米軍との調整能
力を向上させるとともに、各職域間の部隊間交流を通

アッツ島戦没者慰霊式
（フォート・リチャードソン国立墓地）

米空軍演習（RFA25-2）参加所感
航空支援集団参加部隊指揮官　第１輸送航空隊　飛行群司令　１等空佐　中島　和寛
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コープ・ノース25参加所見
第３航空団　飛行群司令　１等空佐　大久保　雄史

１　全般
航空自衛隊は、「自由で開かれたインド太平洋」の

実現に資するべく、日米豪共同訓練（コープ・ノース
25）を実施した。
２　訓練期間及び場所

令和７年２月３日（月）～同年２月 21 日（金）
（展開撤収を含めた期間：令和７年１月 21 日（火）

～同年３月２日（日）
アメリカ合衆国グアム島及び同周辺空域
３　主要参加部隊等
⑴　 日本：F-35A ×６機、E-2D ×２機、KC-46A ×１機
⑵　 豪州：F-35A ×８機、E- ７×１機、KC-30 ×１機
⑶　 米 国：F-35A、F-35B、F-16、F-18E/F/G、KC-

135、KC-46、E- ３、E-11 等多数
４　細部
⑴　訓練準備等

準備段階では、６月の IPC に始まり、11 月の FPC ま
で日米豪での調整を繰り返し実施してきた。特に今回
が海外における初めての F-35A の共同訓練ということ
もあり、保全関係の調整に困難を要した。この調整と並
行して、航空機の可動率の向上、隊員の士気高揚に努
力した。中でも JAAGA からの激励等、自衛隊内外の様々
な方々のご協力ご支援を得て、隊員一同の一層の士気
高揚を図ることができ、準備が万全なものとなった。
⑵　訓練環境等

訓練環境としては、広大な訓練空域と電子戦等に制
約の少ない環境により、日本国内では実施困難な訓練

を十分に実施することができた。また、グアムにおい
て２月は乾季にあたり、飛行場及び訓練空域含めて天
候による訓練中止等もなく、期間を通じて計画どおり
訓練を実施することができた。
⑶　訓練内容等

F-35A、E-2D、KC-46A 全てが、初の国外における共
同訓練参加であった。特に、今回のコープ・ノース 25 は、

じて相互理解を深めることができました。現在、RFA
には C-130H に加えて C-2 も参加しており、毎年、１
輸空隊が参加することはできませんが、今回の演習参

加で得た教訓を活かして、引き続き精強な部隊を育成
していきたいと思います。

不整地離着陸場への着陸（接地） 日米隊員間の交流
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JAAGA 会員の皆様におかれましては、益々ご清栄の
ことと存じます。

シルバー・フラッグ訓練（以下「本訓練」という。）
への参加に当たり皆様から頂戴いたしましたご厚志に
深く感謝申し上げます。

本訓練は、「自由で開かれたインド太平洋（FOIP）」
の実現に向けた国際的取組の一環として、米空軍主導
の下に実施される多国間共同訓練の一つであり、航空
自衛隊（以下「空自」という。）を含む諸外国空軍種が
一堂に会し、施設分野に関する戦術的及び実務的訓練
を通じて、相互運用性及び連携強化を図るために実施
されるものです。

令和７年度の本訓練は、空自が 23 名（うち、女性
自衛官３名）、韓国空軍、オーストラリア空軍、シンガ
ポール空軍等の他国空軍９か国 48 名の計 71 名が参加

（米空軍を除く。）しました。
今年度は、従来とは異なる訓練形式で「レディネス

チャレンジ」及び「不発弾処理」に係る訓練が実施さ
れました。このレディネスチャレンジとは、部隊の即
応性及び実任務遂行能力を総合的に検証・評価するこ
とを目的とした競技形式の訓練です。本訓練では、階
級、職種及び国籍問わず、参加全隊員（６チームで編成）
を対象とし、基盤造成（可搬型組み立て式テント構築）
から被害復旧（被害調査、弾痕復旧、復旧用マット構
築等）までの一連の活動を演練し、その訓練成果を競
技会で評価する形式で訓練が行われました。

訓練期間中、他国空軍との積極的な交流を通じて、
相互理解及び信頼関係の一層の醸成を図ることができ
ました。また、他国空軍における訓練体系や被害復旧
に関する取組状況などについて理解する貴重な機会と
なりました。

訓練参加者から、「大いに刺激を受けた」「新たな知
見を得ることができた」という声が寄せられ、本訓練
は極めて有意義なものでした。

今回で９回目の参加となる本訓練の主要成果は、次
の４点です。①施設部隊の戦術技量の向上（展開先飛
行場における運用基盤の造成や滑走路等被害復旧）②
米空軍との相互運用性の向上（米空軍保有器材の運用
訓練）③参加国との相互理解の深化④空自施設部隊の
プレゼンス発揮

特に、空自隊員の「施設及び不発弾処理に関する卓
越した知識及び技能」、「自主性と積極性に富む行動と
周囲を牽引する
的 確 な 指 導 力

（リーダーシッ
プ）」に関して、
米空軍のみなら
ず、他国空軍か
ら高い評価と賞
賛の声を受けま
し た。 こ れ は、
空自における日
頃からの練成訓
練の成果が十分
に発揮され、そ
の充実が証明さ
れたものと認識
しています。ま
た、本訓練期間
中に活躍した優
秀隊員として、
第９航空団整備

シルバー・フラッグ訓練参加所感
シルバー・フラッグ訓練部隊指揮官　中部航空施設隊　第２作業隊長　３等空佐　木村　祐一

３か国の F-35 が一堂に会する初めての共同訓練であり、
部隊の戦術技量、日米共同対処能力及び日米豪の相互運
用性の向上が図られた。昨年までとの大きな違いは、第
５世代戦闘機のステルス性能や多種多様なセンサー情報
を融合する特徴を最大限活用した第５世代機同士の連携
戦闘、第４世代機との連携戦闘及び第５世代戦闘機と同
等の性能を有する戦闘機と対峙した際の対処要領を演練
する好機となった。訓練後の教訓導出においては、客観
的かつ正確な評価分析が実施され、効果的な訓練となっ

た。また、空自 KC-46A が日本の戦闘機以外の国の戦闘
機（豪州 F-35A）に初めて空中給油したことも特筆される。

さらに、その他の訓練との比較として「レッド・フラッ
グ・アラスカ」は陸地上空での戦略的環境を模擬した
米空軍主催の訓練に多数の参加国の一国として参加す
るものの、「コープ・ノース」は、比較的制約の少ない
環境において、日米豪が計画立案から実行までのプロ
セスを共有することから、航空自衛隊のニーズをより
反映した訓練を行うことができた。
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補給群装備隊の奥苑１曹が表彰され、空自の国際的プ
レゼンスを示すことができたと思います。

現下、日米同盟の抑止力、対処力の一層の強化が求
められている状況において、施設職域においても、本
訓練をはじめ、日米施設部隊共同訓練等を通じて、引
き続き、運用基盤の造成、被害復旧能力の更なる向上
並びに米空軍との相互運用性の強化に資する取り組み
を推進することが肝要であると考えます。

最後に、本訓練で得た成果、教訓を活かし、各部隊
において任務に邁進するとともに、練成訓練を精到に
し、部隊の更なる精強化に尽力していく所存です。末
筆ではございますが、JAAGA 会員の皆様のご健勝とご
多幸をお祈り申し上げ、お礼の挨拶とさせていただき
ます。今後ともご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申
し上げます。

「防空の助っ人 F-100D…スーパーセイバー　－サンダーバーズ初来日時の裏話－」
F-100D は 1956 年 ( 昭和 31 年 ) から板付及び三沢に配備されていました。
サンダーバーズは、1959 年、極東ツアーの一環として初来日しましたが、当時、使用していた F-100C

は空中給油能力が無かったため、本国から飛来することができず。板付に配備していた F-100D をサンダー
バーズカラーに塗装して使用しました。

1959 年 12 月のジョンソン基地 ( 現入間基地 ) のアクロバット展示飛行の際には空自に発足前の「空中
機動研究班」のパ
イ ロ ッ ト や 整 備
員 も 見 学 に 訪 れ
ており、パフォー
マ ン ス や ス モ ー
ク 発 生 方 法 に 係
わ る 貴 重 な 情 報
を得ました。

日 本 国 内 に 配
備 さ れ て い た
F-100D は、 防 空
の 助 っ 人 だ け で
はなく、ブルーイ
ン パ ル ス の 船 出
に も 大 き な 貢 献
を し て い た よ う
です。 作：富岡 OB



10

No.69-----------------【JAAGA だより】-----------------17 Dec. 2025

令和７年度 JAAGA 横田基地研修
JAAGA members' 2025 Visit to Yokota AB on Nov 12

＜全般＞
清々しい好天に恵まれて「令和７年度 JAAGA 横田基

地研修」が実施され、会員 34 名（正会員３名、個人
賛助会員 13 名、法人賛助会員 11 名、団体賛助会員３
名、理事４名）が参加した。予定外の事象もあったも
のの、計画の柔軟な運用と各署のご支援をいただいて
研修は円滑に進み、研修参加者の防衛意識を高めると
いう当初の目的は達成できた。
＜結団式＞

研修参加者は、９時に福生駅ペデストリアンデッキ
にて集合であり、北は三沢、小松、南は熊本、沖縄か
らの参集であって、電車が混雑する時間帯でもあった
ものの遅刻者は一人も出ず、その「行いの良さ」が好
天に反映されたものと確信した。

９時 00 分、結団式が開始され今瀬理事から永岩団
長（正会員）、森谷副団長（個人賛助会員）、木村副団
長（法人賛助会員）をはじめ各研修参加者が紹介され、
空自将官 OB である岩永団長から「私が現役の時から
日米空軍との絆を強くすることに専念してきました。
現状をしっかり見ましょう。」と挨拶された。

バスの出発は、追加入門手続きのために時間を若干
早め９時 26 分となった。９時 36 分、門前のバス内に
て米軍憲兵による
入門チェックがあ
り、研修参加者は
皆やや緊張した面
持ちで臨んだが、
全員が身分証等の
準備は万端であっ

たためスムーズにバスは入門できた。
＜航空総隊司令部＞

９時 50 分、航空総隊司令部庁舎に到着。
研修団のバスは、庁舎玄関前で航空総隊司令官谷嶋

空将、同副司令官亀岡空将、同幕僚長松﨑空将補自ら
お出迎えいただき歓待を受けた。その後、庁舎１階ロ
ビーで横田基地のマスコットキャラクター「はやて君」
を伴って研修団の記念撮影を実施した。

10 時 10 分、航空総隊司令部防衛部長上村空将補に
より航空総隊の概要説明が実施され、我が国周辺の安全
保障環境及び航空総隊の任務実施状況等が説明された。
また、普段から日米同盟強化のために日米同盟調整メカ
ニズム（ACM）を頻繁に活用して意見交換を実施して
おり、各種の高官交流を定期的に実施して日米指揮官の
意思疎通を密に保っているとの説明がなされた。終盤の
質疑応答では、各国と連携して衛星監視を含めた情報
収集を密に実施していること、航空総隊司令部は不測事
態対応のため即時に対応できる態勢をとっていること、
陸海自衛隊との基地共用を含めた統合作戦運用によっ
て作戦の坑たん性を高めている等の説明がなされた。


